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2024 年 11 月 13 日 

 

各 位 

 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 

SMFL みらいパートナーズ株式会社 

 

再エネ電力の全量活用を目的とした FIP制度への移行と併設蓄電池の設置について 

 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社（代表取締役社長：橘 正喜、以下「SMFL」）の戦略子会社、

SMFL みらいパートナーズ株式会社（代表取締役社長：上田 明、以下「SMFL みらいパートナーズ」）は、

出資する株式会社イロハエナジー※1を通じて所有・運用する太陽光発電所「青柳ソーラーパークⅠ」（以

下「本発電所」）において、日鉄エンジニアリング株式会社（以下「日鉄エンジニアリング」）と、FIT 制

度※2 から FIP 制度※3 への移行および、新たに蓄電池を併設（以下「併設型蓄電池」）して最適運用する

体制を共同で構築することに合意し、このたび移行申請および併設型蓄電池の設置工事に着工したこと

をお知らせします。 

 

日本では、再生可能エネルギーの普及が進む中、日中に稼働する太陽光発電設備への出力制御※4が急

増しており社会課題となっています。これらの課題を解決し再エネの主力電源化を進めることを目的に、

経済産業省では FIP 制度の拡大と再エネ電源の電力市場への統合を推進しています。 

 

今般、SMFL みらいパートナーズは、本発電所の FIP 制度への移行と併せて、出力制御で送電されて

いない電力を有効活用するため、本発電所に併設型蓄電池を導入し日中に発電した再エネ電気を蓄電す

ることで、夜間など電力供給量の少ない時間に供給いたします。SMFL みらいパートナーズが本発電所

および蓄電池の保有・維持管理・運営、導入機器の選定・工事発注、及び設置に係る手続申請・各種対

応を行い、日鉄エンジニアリングが蓄電池導入の計画検討や FIP 制度移行後の運用計画策定、電力の需

給管理、蓄電池の充放電と電力取引までの運用をサポートします。 

尚、併設型蓄電池導入にあたり、令和 5 年度補正予算「再生可能エネルギー電源併設蓄電池導入支援

事業」へ申請し、2024 年 6 月に採択を受けております。 

 

 今後、SMFL みらいパートナーズは、保有する本発電所以外の太陽光発電所においても同様の取り組

みを推進し発電した電力を最大限活用するとともに、リパワリング等その他改善策を導入することで

発電量改善にも積極的に取り組んでいきます。また、今回の取り組みや FIP 制度の運用実績※5 を活用

し、自社が保有する発電所以外への併設型蓄電池導入を支援するスキームを提供してまいります。SMFL

グループは、再エネの普及と社会課題の解決を推進し、持続可能な社会の発展に貢献してまいります。 
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【青柳ソーラーパーク I / 航空写真・概要】 

 

所 在 地 福岡県古賀市 

太 陽 光 設 備 容量：2,634kW（DC ベース）、運転開始：2018 年 8 月 31 日 

蓄 電 池 設 備 出力：1,750kW（PCS ベース）、 

蓄電容量：8,226kWh（蓄電池出力 4.7 時間分に相当） 

運転開始：2025 年 2 月 20 日（予定） 

 

【スキーム図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 株式会社イロハエナジー 

  SMFL みらいパートナーズが、太陽光発電所の所有・運営を目的として出資する SPC（特 

別目的会社）。 

 

※2 FIT（Feed-in Tarif）制度 

再エネを用いて発電された電力を、国が定める価格で一定期間、電気事業者が買い取ることを

義務付けるもの。 

 

※3 FIP（Feed-in Premium）制度 

再エネの導入量最大化を目的に FIT に代わる制度として、経済産業省資源エネルギー庁が推
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進しているもの。2022 年 4 月から運用が始まり、FIT 制度のように固定価格で買い取られる

ものではなく、売電価格に一定のプレミアム（補助額）が上乗せされる。発電事業者には発電

計画と発電実績を一致させる責務が新たに課される。 

 

※4  出力制御 

電力エリア内の電力需要量と供給量を合わせるために、発電量を制御し調整すること。 

 

※5  FIP 制度の利用を見すえた協業開始について（2022 年 7 月 29 日付 プレスリリース） 

   https://www.smfl.co.jp/news/assets/220729.pdf 

 

以 上 

 

【お問い合わせ先】 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 広報 IR 部 山本 TEL 03-5219-6334 

SMFL みらいパートナーズ株式会社 環境アセットマネジメント室 山崎 TEL 03-6695-8190 

 環境エネルギー開発部 山田 TEL 03-6695-8190 

 

https://www.smfl.co.jp/news/assets/220729.pdf

